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６ 議事録（要点筆記） 

提出議案に関する説明会 

○議会事務局長 

ただいまから、提出議案等に関する説明会を開催する。 

はじめに議長からご挨拶申し上げる。 

○議長 

（あいさつ） 

○議会事務局長 

  それでは、先に案内した日程に従い、説明会を進める。 

以後の進行を副議長にお願いする。 

○副議長 

それでは、提出議案に関する説明会を始める。 

本日の説明会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として、執行部からの説明は、お

手元に配布の資料進行の流れに記載のとおり、説明員を必要最少人数とした上で、３部入れ替え制にて

行うこととする。 

執行部説明員については、着座のまま、順次、氏名・役職を名乗った後、説明を行うこととするが、

質疑応答においては、通常どおり、発言許可を受け、起立した上で応答していただくこととする。 

提出議案にかかる説明会の終了後には、引き続き、基本計画骨子案の説明会があるので、出席をお願 

いする。 

それでは、第１部を始めるので、執行部から説明をお願いする。 

（総務部長挨拶の後、関係次長等が資料に基づき議案の概要を説明） 

○副議長 

  続いて、質疑に入る。 

質疑は、一問一答で簡潔な質疑にご協力をお願いする。 

○議員 

テレワーク環境の拡充のうち、文書の電子化については、これにより相当の労力の軽減が図られるも 

のと期待しているが、他自治体の事例や効果はどのようなものか。 

○デジタル戦略推進課長 

県が保有している過去の書類を業務委託により電子化すること、また、県に届く文書等をＯＣＲスキ

ャナにより文字情報化することで、職員のテレワーク環境への対応や庁舎移転時の書類削減等の効果が

期待できる。なお、他自治体の事例については、今後状況を把握したうえで必要な対応をさせていただ

く。 

○議員 

太陽光発電設備の導入調査について、調査対象の遊休地46か所については、例えばどういう場所を調

査するのか。 

○環境管理課長 

  現在79カ所ある遊休地のうち、積雪量や日照条件などの地理的条件が悪い土地や、売却の可能性があ

る土地を除いた46カ所を調査対象としている。 

○議員 

  太陽光発電設備の設置については、住民等から苦情が寄せられる案件も多々あるため、設置による問

題が発生しないよう、土地周辺の状況を把握しながら慎重に調査を行っていただきたい。 

○議員 

  美濃加茂市は、外国人のコロナ感染者が減っていない。タガログ語が通じず、コロナの微妙なところがわ

かっていないフィリピン人もいるので、何とかしてほしい。 

○外国人活躍・共生社会推進課長 

  それぞれのコミュニティに応じて、引き続き、丁寧に対応していきたい。 

○議員 

  避難所の混雑状況を県だけではなく市町村のホームページで見られるようにするなど住民にとって身
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近な市町村のホームページの充実に支援すべきと思うがいかがか。 

○防災課長 

  いきなり全ての市町村で混雑状況を表示することは難しいため、まずは県で整備する。その後、市町

村での取組みが広がるようにしたい。 

○議員 

  例えば、市町村のホームページから県の総合防災ポータルの混雑状況が見られるようにリンクさせる

ことはすぐできると思うがいかがか。 

○防災課長 

  その手法についても取組みを進めていきたいと思う。 

○議員 

  県産材安定供給体制強化に対する支援について、「需要の増加に対応できないため乾燥施設の整備を支援

する」とあるが、予算額の1億1,500万円は需要の増加にどの程度対応できるか。 

○林政部次長 

  製材品の出荷量のうち、乾燥材は約半分に留まっている状況であり、国産材の供給体制の強化には、乾燥

機の増加が急務である。今回の予算で大手の製材工場２社が乾燥機を導入するが、これにより将来的に7,000

立方メートル超の乾燥材が増える見込みである。 

○議員 

  農林漁業体験施設の誘客促進に向けた支援について、背景として「地方分散の動きが活発化し、農村への

関心が高まっている」とあるが、肌感覚としてそういった感じがない。どのような根拠に基づいて、追い風

も含め、そのような環境にあると考えているのか。 

○農村振興課長 

  例えば「ぎふの田舎応援隊」という農村部における草刈りなどを行ってもらうボランティアを常時募集し

ている。コロナ禍にあっても、田舎へ来て応援したいというということで、応援隊の応募の増加幅が大きい。

活動自体は最近中止になることが多いが、農村部での癒しを求める流れは数字的にも感じている。 

○議員 

  避難所の混雑状況は広さだとか何か基準を持って発信するのか。 

○防災課長 

  基準は広さではなく、定員数に対する実避難者数の割合で発信したいと考えている。 

○議員 

  現在は密になることが想定された定員数となっており、コロナ禍において密を回避できないのでご検討を

お願いする。「コロナ禍における」と記載されているが、コロナが終息したら、混雑状況は発信しないのか。 

○防災課長 

  混雑状況は重要な情報であるため、コロナが終息しても引き続き発信していく。 

○議員 

  避難所の設置状況からすると、全ての避難所が混雑となることも考えられる。その場合はどのようにアナ

ウンスするのか。 

○防災課長 

  混雑や定員に近づいた場合は、避難所を開設する市町村において、近隣の避難所に行っていただくよ

う避難者にアナウンスすることを想定している。 

○議員 

  例えば、高山市の山に近い避難所ではそこから動くことができない所もあるため、混雑状況の発信の仕方

について検討をお願いしたい。 

○議員 

  県産材安定供給体制強化に対する支援について、対象とする業者数や１社あたりの金額、補助上限額

を教えてほしい。 

○林政部次長 

  今回の対象は２社で、生産量増加などの協定を結んでいただくことを条件としている。補助率は国のコロ

ナ交付金を活用し、県が１／２を補助する。また、補助上限額はない。 
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○議員 

  先月、ねんりんピックなど様々なイベントの中止が決まったが、今回の補正予算の中でイベント中止によ

る減額補正を行っているのか。 

○財政課長 

  ねんりんピックなどの大規模イベントの中止に伴う減額は９月補正では行っていないが、その他の細かい

イベントの中止に伴う減額補正は行っており、農業フェスティバルなど９月補正予算編成時点で中止が判明

していた各種イベントについては、その分を廃止し、財源に充てることとしている。また、その金額は約２

億円程度である。 

○議員 

  大規模イベントとして、例えばねんりんピックは当初予算で13億円程度であり、他も合わせると十数億円

が当初予算で計上されている。それらについても早めに減額補正を行い、県民に還元するような予算につい

て、９月議会中にも方向性を示して頂きたい。 

○財政課長 

  例えば、ねんりんピックについては、実行委員会方式で実施をしており、負担金として実行委員会へ出し

ているため、実行委員会の中で会計処理を行って頂いた上で、県に戻して頂く必要がある。９月議会中に様

々なイベントに関する部分を清算していくのは現実的には困難と考えている。ただし、年度内の補正に間に

合うものはその都度整理をしていく。 

○議員 

  米価下落により農家の経営が心配。外食産業の需要が減少し、市場に米があふれている中で、増量キャン

ペーンを行うのはなぜか。どのような効果を狙っているのか。 

○農産園芸課長 

  米の在庫が多く、消費動向が厳しい中、岐阜県産の米が他県の米よりも、早く多く売り抜けていくために

も、岐阜県産米にインセンティブを与えていきたいと考えている。令和元年と令和２年の販売量を比べると、

コロナ禍で落ち込んだのは約1,200トン分であり、その消費拡大を早期に行うために増量キャンペーンを行う

ものである。 

○議員 

  米価下落で一番影響を受けるのは、農家であるため、増量キャンペーンよりは、農家の収入減をどのよう

に補填するのかが求められていると考えるが、今回の予算でそのあたりの効果はどうなのか。 

○農産園芸課長 

  在庫が増えることで、米穀販売事業者が米の買い付けを控えてしまうことにより、生産者から消費者へ米

が流れていかなくなるところを、増量キャンペーンを行うことで、小売店もインセンティブがあることで、

売れ筋商品として販売できる。結果、生産者の米が売れていく効果がある。 

○議員 

  東京オリンピック・パラリンピックの観戦ガイドブック作成の詳細について教えてほしい。 

○清流の国推進部次長 

  後ほど確認してお答えする。 

○議員 

  地方回帰の機運を捉えた移住定住の促進として、３大都市圏において大規模広告を実施するとのことだが、

なぜ大規模ビジョンによる広告なのか。 

○地域振興課管理調整監 

  昨年度実施した電車の中吊り広告は、ＳＮＳにより情報が拡散され、より高い効果を得ることができたが、

車内での写真撮影が憚られるという課題もあった。これを踏まえ、今年度は動画素材を活用し、駅構内ある

いは駅周辺の大規模ビジョン等による広告とする予定。 

○議員 

  ターゲットを絞ったうえで、ＹｏｕＴｕｂｅなどの媒体を活用すべきではないか。 

○地域振興課管理調整監 

  大規模広告に加えて、ＳＮＳによる広報も合わせて実施することにより、移住関心層をターゲットと

して情報拡散を図っていく。 
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○議員 

  野菜の需要喚起ということで予算を500万円計上している。県内には多くの野菜農家がいるが、どうい

った生産者のどのような野菜を想定しているのか。 

また、プレゼントキャンペーンというのはどのようなことを考えているのか。 

○農産物流通課長 

  対象とする農家は、県内で野菜を中心にＥＣ（ネット）販売に取り組んでいる方を想定している。今

回、県が設置するポータルサイトに登録してもらい、そこから各農家のＥＣサイトに誘導して消費者に

家庭に居ながらにして利用してもらうことを想定している。 

また、プレゼントキャンペーンは一般消費者に県のポータルサイト及び農家のＥＣサイトをＰＲする 

ために行うもので、利用者に抽選で農産物のセットを送ることを想定している。 

○議員 

  どういう手段でＰＲするのか。県民にどれだけ浸透させるのか。 

○農産物流通課長 

  ＰＲ方法の詳細は検討が必要な事項で、チラシやポスターなどの紙媒体や、ネット広告により広く知

ってもらおうと考えている。 

○議員 

  何かやらなければいけないという気持ちはわかるが、事業後に費用対効果を検証し結果を教えて欲し 

い。 

○議員 

  米の在庫が増えているが、県産米の需要拡大に向けた支援は農家の所得が増えると思って行うのか。 

○農産園芸課長 

  所得を補償するというよりは、この事業を行うことで、消費者の購買意欲を高めることで適正な価格

で販売されることを目的にしている。 

○議員 

  今、なぜ米の消費が減少していると考えているのか。 

○農産園芸課長 

  外食産業の需要の減少で、月によっては、業務用の米の需要が２～３割落ち込みがある状況。そのた

め家庭内消費で、岐阜県産米をどれだけ使ってもらえるかシェアを伸ばしていきたいと考えている。 

○議員 

  業務用の米で、県産米はどの程度使われているのか。 

○農産園芸課長 

  業務用の米について、県産米がどれだけ使用されているのかは、データ収集を行っていない。参考で

あるが、国が出しているデータの中では、外食産業と中食産業の方で消費している米の量として、約３

割となっている。 

○議員 

  この事業を行うことで、どういう効果が出てきたか、事業が終わって時間を置いたのち、提示してい

ただきたい。 

○議員 

  リモート操作型の在宅環境サービス利用は、これまで継続的にやっているものか、あるいは今回新た

にやるものか、また利用期間はどの程度を予定しているか。オンライン会議環境の整備については、ヘ

ッドセット等を全職員に配布する予定か。 

○デジタル戦略推進課長 

  昨年度から在宅用パソコン等のテレワーク環境を整備しており、今回追加で400ライセンスを取得する

ことにより、職員の半数程度がテレワーク環境での仕事が可能となる。なお、次年度以降については、

今回の導入効果やコロナの状況も見ながら整理していきたい。また、ヘッドセットについては、合計520

台で各所属２台程度、マイク・スピーカー等については県庁のサポートデスクに７台、各総合庁舎へ各

１台ずつの７台の配布を予定している。 
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○議員 

  ＡＩ翻訳等デジタル技術活用事例セミナーは、誰を対象に開催するのか。 

○外国人活躍・共生社会推進課長 

  県、市町村、国際交流協会の職員を対象に開催する予定である。 

○副議長 

質問も尽きたので、これをもって第１部の説明を終了する。 

執行部入替えのため、しばらく休憩する。 

午前11時10分 休憩 

午前11時12分 再開 

○副議長 

議案説明会を再開する。執行部から第２部の説明をお願いする。 

（関係次長等が資料に基づき議案の概要を説明） 

○副議長 

続いて、質疑に入る。質疑は、一問一答でお願いする。 

○議員 

  ほっと一息、ぎふの旅キャンペーンについて、コロナの感染状況を見極めながら実施とあるが、どう 

いう状況を指すのか。 

○観光誘客推進課長 

  この事業は、国費を財源とし、開始の条件は感染状況を示す指標がステージ２相当以下と県が判断し

た時と国から示されている。第一弾は７月にステージ２相当となった段階で３週間実施したが、現在は

実施できない状況。 

○議員 

  臨時医療施設に要する費用は、今回の補正予算に含まれているのか。 

○医療整備課長 

  ９月補正予算には含まれていない。９月中の整備を目指し、費用の積算、精査をしている。 

○議員 

  時間的にかなりタイトであり心配しているが、予算が無い中で大丈夫か。例えば、今議会会期中に補

正予算を追加するのか、専決で対応するのか今後の見通しはどうか。 

○財政課長 

  予算措置に関しては、今後、関係課と相談していくことになるが、今回の臨時の医療施設については、

大きな枠で捉えれば病床確保の一環であり、国の包括支援交付金の対象となりうると考えている。補正

予算を立てて対応するのか、病床確保という意味合いではすでに相当額の予算措置をしているので、類

似の事業ということで予算の流用を行い、即時の対応をしていくか、判断をした上でご相談させていた

だく。 

○議員 

  商店街の需要喚起・活性化支援について、商店街を支援することには異議はないが、手法としてクラ

ウドファンディングを活用することに疑問を感じる。事業内容をもう少し説明して欲しい。 

○商業・金融課長 

  県商店街振興組合連合会が実施するクラウドファンディングを活用したプレミアム商品券事業を支援

する。クラウドファンディングサイトを活用することで、寄付募集から、商品券の発券、集金等一連の

手続きをオンラインで行うことができ、効果的なＰＲを図るものである。 

○議員 

  事業に対する補助率はどの程度になるか。 

○商業・金融課長 

  補助金の内訳は、プレミアム分が4,800万円、事務経費が5,800万円程度となり、全体の６割程度が事

務経費である。 

○議員 

  クラウドファンディングは、事業者等が一定の目的をもって出資を募るところに特長があると思うが、
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そこに税金を投入することに公平性の観点から疑問がある。 

○商業・金融課長 

  県としては、県商店街振興組合連合会の事業を支援するもので、クラウドファンディングは県商店街

振興組合連合会で活用する手段のひとつである。既存のクラウドファンディングサイトを活用すること

で、早期に商品券の発行につなげ、年末年始の需要喚起に効果的に事業が実施できると考えている。 

○議員 

  クラウドファンディングの活用について、議論を深めた上で事業を実施されるよう要望する。 

○議員 

  サテライトオフィスのお試し体験の補助制度は、どのようにＰＲするのか。 

○企業誘致課長 

  県のホームページで周知するほか、サテライトオフィスを誘致したい自治体と地方にサテライトオフ

ィスを設置したい企業とのマッチングイベントに出展してＰＲする。また、昨年度出展したマッチング

イベントで商談した企業にもメールで周知していく。 

○議員 

  補助限度額について、30日未満の短期利用で20万円、30日以上の長期利用で40万円とあるが、30日を

境に金額が倍も変わるのは差が大きすぎるのではないか。 

○企業誘致課長 

  あくまで補助限度額であり、補助金額は、サテライトオフィスに滞在してかかった使用料、施設まで

の交通費等、実費の２／３を補助する。 

○議員 

  この制度では、例えば１日レンタカーを余分に借りておけば補助限度額が倍になることになるので、

要望として、もう少し丁寧に制度の作りこみをしてほしい。 

○議員 

  異なる種類のワクチンを打つ「交差接種」について、県の見通しは。また、池田町内の企業で製造予

定のワクチンについて、開発の進捗状況は。 

○ワクチン接種対策室長 

  交差接種については、本日、厚生労働省の審議会において、３回目接種と合わせて検討が始まるとこ

ろ。今後、国から方針が示され次第、それに基づいて対応していく。また、ワクチンの開発状況につい

ては、詳細を把握していない。 

○議員 

  県内のワクチンの接種率と供給状況は。 

○ワクチン接種対策室長 

  ９月15日時点の接種率は、県内全人口に対する割合で１回目が約63％、２回目が約52％。また、10月

10日までに国から供給されるワクチンの量は、県内接種対象者の約65％となる見込み。 

○議員 

  新型コロナウイルス感染症離職者雇用奨励金の支給対象は、１企業当たり労働者２名までで変更ない

か。労働者が就職氷河期世代の場合、奨励金はいくらになるか。 

○労働雇用課長 

  １企業当たり２名までで変更ない。就職氷河期世代の場合は、通常60万円の１.５倍の１人当たり90

万円である。 

○議員 

  ２名分を申請した企業はもう利用できないか。 

○労働雇用課長 

  ２名分を申請した企業は利用できないが、現在のところ１者のみである。なお、申請済みの企業も遡

及して増額後の額を適用する。 

○議員 

  介護者が陽性となったことにより、在宅での生活が困難となった要介護者を受け入れた施設に対して

協力金を支給する新規事業について、協力金はいくらか。また、要介護者の家族にとっては、入所によ
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って新たな出費が嵩むことになるが、こうした方への支援は考えているか。 

○高齢福祉課長 

  協力金の単価については、一人あたり一日1万4,000円を予定している。国の補助金において、施設内

で陽性者を療養した場合に支払われる単価と同額に設定したもの。また、新たな出費についての支援は、

慎重に検討させていただく。 

○議員 

  露天商の多くは商売ができず生活が困窮しているが、各種支援制度の恩恵がない。県として露天商の

団体等の声を聞いたうえで、支援の必要性がないと判断しているのか。 

○商工政策課長 

  対象を露天商に限定するものではないが、国の月次支援金のほか、県においても月次支援金の要件を

緩和した売上減少事業者等支援金により、幅広く事業者を支援している。 

○副議長 

質問も尽きたので、これをもって第２部の説明を終了する。 

執行部入替えのため、しばらく休憩する。 

午後0時05分 休憩 

午後0時08分 再開 

○副議長 

議案説明会を再開する。執行部から第３部の説明をお願いする。 

（関係次長等が資料に基づき議案の概要を説明） 

○副議長 

続いて、質疑に入る。質疑は、一問一答でお願いする。 

○地域スポーツ課長 

  第１部でご質問があった、東京オリンピック・パラリンピックの観戦ガイドブックの作成について、 

県ゆかりの選手やホストタウン相手国を応援するためのパブリックビューイングを当初計画していたと

ころ、新型コロナウイルスの感染拡大防止を呼び掛けるため、自宅での観戦を促す取り組みに方針転換

し、ガイドブックやホームページ、ＳＮＳに手法を変えて実施したものである。 

○議員 

  本来、オリンピック・パラリンピック開催前にニーズがあるものではないか。この時期に作成する狙 

いは。 

○地域スポーツ課長 

  予算流用により、オリンピック・パラリンピック開催前に作成、配布している。 

○副議長 

 質問も尽きたので、これをもって提出議案に関する説明会を終了する。 

午後0時25分終了 

基本計画骨子案の説明会 

○副議長 

これより、基本計画骨子案の説明会を開催する。 

これは、岐阜県行政に係る基本的な計画の議決等に関する条例及び同運用基準に基づき、行うもので 

ある。 

それでは、岐阜県デジタル・トランスフォーメーション推進計画骨子案について執行部からの説明を 

お願いする。 

（総務部長挨拶の後、デジタル戦略推進課長が資料に基づき実施状況を説明） 

○副議長 

続いて、質疑に入る。質疑は、一問一答でお願いする。 

○議員 

  「誰一人取り残されない」と言いながら、横文字言葉が多すぎるので、考えていただきたい。 
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○議員 

  障がい者にとって、デジタルは親和性が高く、そういう事例も見聞きしている。その点をどう考えて

いるか。 

○デジタル戦略推進課長 

  デジタルを活用した障がい者の活躍という視点は重要なので、ご指摘を踏まえ、整理していきたい。 

○議員 

  ＤＸは県庁だけではできないと思うが、スタートアップを含め、どのように進めていくのか。 

○デジタル戦略推進課長 

  先般、オール岐阜体制の推進協議会を立ち上げた。これを推進力とし、ＩｏＴコンソーシアムなど既

存の体制も活用しながら進めていきたい。 

○議員 

  「誰一人取り残されない」ようなスピード感では、デジタルを使いこなせる若者の期待に応えられな

いのではないか。 

○議員 

  人材育成ということは書かれているが、逆に、特化できる技術を持った企業の育成も必要ではないか。 

○デジタル戦略推進課長 

  ご指摘を踏まえ、検討する。 

○副議長 

質問も尽きたので、これをもって岐阜県デジタル・トランスフォーメーション推進計画骨子案の説明

を終了する。 

執行部入替えのため、しばらく休憩する。 

午後0時40分 休憩 

午後0時42分 再開 

○副議長 

基本計画骨子案の説明会を再開する。 

「第４期岐阜県森林づくり基本計画」骨子案について、執行部からの説明をお願いする。 

（林政部長挨拶の後、林政部次長が資料に基づき実施状況を説明） 

○副議長 

続いて、質疑に入る。質疑は、一問一答でお願いする。 

○議員 

  再造林面積や森林技術者の確保について、具体的な対策はあるのか。 

○森林整備課長 

  再造林面積は、機械化などにより経費を抑えて伐採から再造林を進めていきたい。森林技術者は、レ

スキュー訓練や伐木評価会により労働災害を減らし、機械化などにより収入が多くなるようにして人材

を確保していきたい。 

○議員 

  森林技術者数について、Ｒ８目標の1,000人とＲ３目標の1,255人の違いはなにか。 

○森林整備課林業経営改革室長 

  1,255人は５年前の目標設定時に設けたもの。ＩＣＴ等の普及による生産性の向上により５年後に 

は1,000人を目標として設定した。 

○議員 

  次期計画に自伐型林業の位置付けはあるのか。 

○森林整備課長 

  森林づくりの施策の中で自伐林家も含めて次期計画で実施する。 
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○林政部次長 

  既に取り組んでいる自伐林家への施策は引き続き支援していく。次期計画への自伐林家の位置付けは

今後、検討する。 

○議員 

  森林セラピーなど健康増進関連の施策はどこにあるのか。 

○恵みの森づくり推進課長 

  森林の新たな価値の創造の中で、森林空間を健康や観光、教育において多面的に利用し、サービス産業と

していくことを考えている。 

○議員 

  森林整備を増やすには機械化が重要なため、林業の機械化の位置付けも必要である。 

○森林整備課林業経営改革室長 

  引き続き、林業機械の導入支援は実施していく。また、ＩＣＴ化により遠隔でデータを管理出来る仕

組みづくりを検討する。 

○議員 

  ＩＣＴ化に含まれるということでなく、機械化を明記すべきである。 

○林政部次長 

  機械化あってこそのＩＣＴ化なので記載方法は今後検討する。 

○副議長 

  質問も尽きたようなのでこれをもって、第４期岐阜県森林づくり基本計画骨子案にかかる説明を終了

する。 

  最後に事務局から連絡がある。 

○議会事務局長 

  本日、執行部から説明のあった、岐阜県デジタル・トランスフォーメーション推進計画、第４期岐阜

県森林づくり基本計画の２つの骨子案の意見を、会派ごとに集約していただき、また、会派に属さない

議員の方は、それぞれに本定例会閉会日の10月７日までに、文書により議会事務局へ提出をお願いする。 

  提出された意見については、事務局でとりまとめの上、執行部にお伝えする。 

○副議長 

  これをもって、基本計画骨子案の説明会を終了する。 

                                               

 

                      

岐阜県議会議長 
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